
2019．4青山ゆたか市議会だよりN。．3。簿

3月定例会の最終日に、石山

清和副市長の再任案が上程さ
れ、賛成20・反対0・退席3・
欠席1（青山ゆたかは賛成）で
これに同意しました。
石山氏は市の財務部長や総務
企画部長等を歴任し、平成27
年4月に副市長に就任されてい
ます。
今後も市の発展に全力で取り
組まれることを期待します。
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青
山
ゆ
た
か
は
3
月
7
日
～
2
2
日
の
日
程
で
「
若
者
の
投
票
率
向
上
」
を
目
指
す
N
P

O
法
人
ド
ッ
ト
ジ
工
イ
ピ
ー
が
展
開
す
る
議
員
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
で
仙
台
市
の
大

学
生
2
名
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

受
け
入
れ
期
間
が
3
月
定
例
会
と
重
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
学
生
は
本
会
議
や
名
常

任
委
員
会
、
議
会
内
の
各
種
会
議
を
傍
聴
し
、
休
会
日
と
閉
会
以
降
は
青
山
ゆ
た
か
の
活

動
に
同
行
し
、
「
地
方
議
員
の
仕
事
」
を
体
験
す
る
と
同
時
に
、
「
地
域
」
に
つ
い
て
学
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

5
0
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
案
（
第
7
号
）

を
出
席
者
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。
累
計
額

は
5
5
5
億
7
0
0
万
円
と
な
り
ま
す
。

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
【
7
3
5
万
円
】

消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う
国
の
経
済
対
策
の

一
環
と
し
て
、
低
所
得
者
・
子
育
て
世
帯
に
販

売
す
る
た
め
の
事
務
費

●
農
業
生
産
基
盤
整
備
事
業【
2
億
4
1
2
万
円
】

ほ
場
の
大
区
画
化
等
の
整
備
に
対
す
る
負
担

金
等
の
増
額

●
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
事
業

【
4
3
6
0
万
円
】

歩
道
部
分
へ
の
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
追
加

工
事
等
の
負
担
金
等
の
増
額

※
除
雪
費
4
億
円
を
追
加
し
た
5
0
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
案
（
第
6
号
）
の
専
決
処
分
も
出

席
者
全
員
賛
成
で
承
認
し
ま
し
た
。
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こ
の
度
、
青
山
さ
ん
の
傍
ら
で
、
あ
ら

ゆ
る
側
面
か
ら
議
員
の
仕
事
を
見
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

以
前
は
、
議
員
は
私
た
ち
か
ら
遠
い
存

在
だ
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
し
た
が
、
私

の
想
像
以
上
に
市
民
の
皆
さ
ん
と
交
流
す

る
機
会
が
多
く
、
驚
き
ま
し
た
。

政
務
活
動
費
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
り
、

議
会
で
行
使
で
き
る
力
が
限
ら
れ
て
い
た

り
な
ど
、
議
員
は
苦
し
い
部
分
も
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
一
方
で
、
私
た
ち
の
声
を
市

政
へ
届
け
て
く
れ
る
必
要
不
可
欠
な
存
在

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

今
回
の
議
員
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
じ

て
、
様
々
な
事
を
学
び
ま
し
た
。
主
に
2
点
で
す
。

1
点
目
は
問
題
の
本
質
を
考
え
る
事
で
す
。

議
会
改
革
推
進
会
議
で
は
、
質
問
の
形
式
に
つ

い
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ど

う
や
っ
た
ら
分
か
り
や
す
い
も
の
に
な
る
か
常

に
意
識
し
て
い
ま
し
た
。

2
点
目
は
一
次
情
報
の
重
要
性
で
す
。
今
回
、

様
々
な
方
か
ら
お
話
を
聞
き
ま
し
た
が
、
そ
う

い
っ
た
市
民
の
想
い
を
踏
ま
え
て
い
く
事
が
政

治
家
の
使
命
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

今
回
の
学
び
を
こ
れ
か
ら
も
活
か
し
て
い
き

た
い
で
す
。


